


  ■ 7月7日（土）8日（日）
《定員：限定10名》

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病院・施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX

ご住所

 参加登録 ≪お申込書≫  JAAS事務局  FAX 03－6222－3125
   お申込者には御請求書を発行・事前登録制のため、お早めのご入金をお願いいたします。

修 了 証

1回受講で修了

※お申込後・ご入金後のキャンセルはご遠慮ください。

   7月7日（土）－8日（日）

二刀流医師PARK YONG HOが伝授する

ヒアルロン酸豊胸注入術
LiveTherapy

韓国ソウル江南区新沙洞
Ole Plastic Surgery Clinic

■宿泊ホテル／Imperial Palace Hotel

ライブ講習受講歴あり 140,000円（税別）× 　 名＝　　　  　円
ライブ講習受講歴なし 150,000円（税別）× 　 名＝　　　  　円

○日　　   　程　■7月7日(土)8日（日）　韓国ソウル江南区

○受  講  対  象　■美容整形･皮膚科､形成･整形外科､眼科､内科･婦人科系の医師（JAAS会員･非会員問わずすべて対象）

○資  格  取  得　■2日間受講のみでDR Parkより修了証授与（JAAS認定医資格の履修単位4単位重複授与）

○定員･参加費用　■定員限定12名／JAASライブ講習受講歴あり140,000円（税別）、なし150,000円（税別）
　　　　　　　　参加費用にはホテル代、送迎代、土曜日夕食、日曜日朝食、昼食、レクチャー・ライブに関わる経費、指導費、アドバイザー、通訳代を含
　　　　　　　　みます。ただし飛行機代は各自ご負担となります

○フ  ラ  イ  ト　■東京羽田･成田、大阪関空、名古屋中部国際、福岡の国際線空港についてお知らせします
　　　　　　　　◎本ミッション団の集合は7日土曜日PM3時30分（金浦空港）、PM3時（仁川空港）となり、それぞれ空港から送迎車で市内に向かいます。
　　　　　　　　また8日日曜日はPM3時終了後に金浦空港、仁川空港へそれぞれ送迎車にてお送りします。講習プログラムに支障をきたさない4都市と金浦
　　　　　　　　空港･仁川空港間のフライトは､東京羽田‐金浦は3便､成田‐仁川は2便､関空‐仁川は1便､中部‐仁川は1便､福岡‐仁川は1便飛んでいます。

○受講修了者の特典　■修了者には講義と施術を収録した動画（非売品）を配信します。

○主　催：JAASアカデミー　東京都中央区新富1-8-11-3F　tel 03-6222-3121　　www.jaas-academy.com/

○後　援：一般社団法人　JAAS日本アンチエイジング外科学会

○協　力：韓国ソウル　Ole Plastic Surgery Clinic　http://www.oleps.co.kr/event/ole_landing/landing.html

　かつての豊胸用ヒアルロン酸製剤が欧州で製造中止になり、いま豊胸用の充填剤といえばアクアフィリングなどの注入剤や自家脂肪の注

入が主流となった感がある。脂肪注入は吸引の手術スキルなどいくつかの要件が障害となり汎用性は高くない。いうまでもなく注入に必要

な脂肪の量が前提となるためやせ形の女性では難しい。また脂肪幹細胞による乳房増大術ともなれば再生医療法による規制があり、手は出

しにくい。一方、シリコンインプラントを挿入するところもあるものの、手術の技量や術後のリスク管理など避けては通れない課題も少な

くなく、患者側も「プチ豊胸術」を望む傾向になり、実施するクリニックはそう多くない。こうしたなか、手軽にしかも安全性の高いヒア

ルロン酸による豊胸（あるいは臀部ボリューマー）術を求めるドクターも少なくなく、患者からのニーズもまだまだ根強い。

　今春、日本市場に投入を開始した韓国製の「GANA HA BODY 50ml 」（以下 GANA HA）は、かつての欧州製に替わる豊胸用（臀部など）の

ヒアルロン酸製剤で、日本のみならず中国、ベトナム、台湾などのアジアさらにはブラジル、オーストラリア、ニュージーランドなどにも

昨年から一気に普及し始めた製品だ。韓国国内で導入するクリニックも着実に増えていることはいうまでもない。美容形成の現役の臨床医

でありながら長年、自らの施術に最適なヒアルロン酸製剤を研究開発し、併設ラボで製造、製品化されたのがこの「GANA HA」である。そ

のドクターがPARK YONG HO医師で、いまでは製剤の高まる需要に対して併設ラボ兼製造を担う会社GANA　R＆D社を設立して代表に就い

ている。製剤は架橋ヒアルロン酸（20㎎／ml）で無色透明な水性注射液（pH7．3）。豊胸、ヒップボリューマー、男性器増大、膣の締め付け

に適応をもつ。50mlのバイアル瓶で注入シリンジに吸引して使用されるが、バストでは片側50～200ml（1～4バイアル）、臀部には片側50～

400ml（1～8バイアル）、男女性器には50ml（1バイアル）が注入量の目安となる。PARK医師によれば、自らの施術と指導医となって赴くク

リニックでの2017年12月現在の症例数は38，682例を数え、術後の腫れや痛みは数日で治まることを確認しているという。製剤の安全性は担

保されており、何よりも多くの臨床実績がその証左だ。

 　　ライブ供覧はPARK医師が顧問指導医を務めるOle Plastic Surgery Clinicで。
　　 　　　　　韓流スターの施術を数多くこなすクリニックだ。
　そして「GANA HA」の最大の特長は、その製剤組成、構造特性にある。従来の豊胸用ヒアルロン酸製剤に比べ「GANA HA」では高い架橋

率を有するためゲル状となり、生体内での溶解、吸収がゆるやかに進み持続期間が長い（約2年）。かつて輸入されていた欧州の製剤の粒子

構造では、Monophasin（単層）タイプ、Biphasic（二層）タイプそれぞれ2種類があったが、粘性が高い単層タイプでは注入が容易であるもの

の、粒子の大きさゆえに注入後のモルディングが難しく、不自然なバストラインに仕上がってしまう。一方、二層タイプの製剤が弾力性に

富むものの被膜形成や拘縮が起きやすい。こうしたMonophasic、Biphasicの難点を、「GANA　HA」はクリアして単層構造でありながら限り

なく粒子を小さくした。つまり粘性も高く、モルディングもしやすく加えて長い持続力をもつことになる。そしてPark医師は「これまで拘

縮を起こしたケースは一例もない」と強調する。最近、日本での豊胸用充填剤といえばアクアフィリングなどの注入剤が主流であることは

先述のとおりだが、手軽にしかも安全性の高いヒアルロン酸を求めるドクターも少なくない。なかには、豊胸用ヒアルロン酸の代替えとし

てフェイス用ボリューマーのヒアルロン酸製剤を使う医師もいると聞く。しかし1ccシリンジを何十本も使う手間とコスト、さらにその短

い持続性を考えれば、やはり豊胸専用のヒアルロン酸製剤を使うしかない。ちなみに国内に医師個人輸入（薬監申請）で入荷する「GANA 

HA」は、50mlのバイアル瓶で70，000円で、5単位で発注できる（輸入消費税、地方消費税、ハンドリンフィーは別途）。国内代行は､ネイチ

ャーフォース・ジャパンが取り扱う。参加募集にあたりNam医師からの要望もあり、まず今回は定員を10名に限定しながらライブでは準マ

ンツーマンによる指導体制も敷かれ、術式を徹底的に学んでく。なお、受講者のみ（非売品）講義・ライブ収録動画を配信する｡

しんさどん

しんさどん

Mamma augmentation Live in Seoul

3万症例超す新･ヒアルロン酸豊胸注入術2症例 LiveTherapy
二刀流医師PARK YONG HOが伝授する弾力、造形しやすく長い持続性の製剤使った豊胸術！

多くの韓流スターにも施術し製剤の優位性を立証する。
7月7日（土）‐ 8日（日）　韓国ソウル江南区新沙洞 Ole Plastic Surgery Clinic

定員限定10名　受講者のみ講義・ライブ収録動画配信      非会員でも受講可　 JAAS会員の認定医履修単位4単位も授与　

臨床医、研究開発、製造

GANA R＆D社 代表（Ole Plastic Surgery Clinic
顧問指導医）PARK YONG HO MD 
Plastic surgeon

  1997年　Yeonsei university. Medical college

  2000 －2004年　Traing at hankook hospital

  2005 －2014年　President of Yeonsei gana clinic/Aesthetic clinic

  2013 年～  　President of GANA R&D Co., Ltd.

保有特許：

  GANA PH-Dermal fillers composed of PLLA & HA

  GANA DERM- Artificial skin

  GANALIFT-PLLA lifting device. Patented

  Aug.2016 ; PDO lifting and PLLA fillers

福岡エステラクリニック院長
（鹿児島セイコメディカルビューティクリニック副院長）曽山　浩輔MD
鹿児島ラ・サール高校から九大医学部に進学。産婦人科教室に入局し卒業後、九大医学部付属病院、九

州厚生年金病院、福岡市民病院に勤務したのち、東京、鹿児島の中央クリニック院長を歴任し美容形成

のスキルを磨く。とりわけ婦人科・メンズ治療問わず切開系の手術や注入術では数多くの症例数を積む｡

結婚後、皮膚科専門医の聖子医師と共に夫妻で鹿児島にセイコメディカルビューティクリニックを鹿児

島に開院する。2016年夏、分院となる福岡エステラクリニックを福岡にオープン。九州南北の拠点が整

ったことから、さらなる美容医療の需要を掘り起こす。美容皮膚科を全面にだすセイコメディカルビュ

ーティにあっても、浩輔医師を頼って美容外科、形成の手術を希望する患者が押し寄せるだけあり、大

手美容クリニックで培った多彩な形成術テクニックには高い評価を得ている。とくに3000症例を豊胸術

には定評があり、シリコンインプラント、脂肪注入、アクアフィリング、ヒアルロン酸注入など一通り

のMammaAugmentationをこなしてきた。


